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英語科研究主題
 

『気づき』を促す授業の工夫 
大矢裕子  持田玲子  野沢喜満子

 

 

１ 主題設定の理由 

 今年度も，研究主題を「『気づき』を促す授業の工夫」とし，研究を進めていきたい。 

 英語は学校教育の中でのみ完成されるものではなく，場合によっては，生涯を通して接していくものである。新学

習指導要領の解説（第１章 総説 ２ 外国語科改訂の趣旨）には次のように記されている。 

（前略）併せて，「読むこと」，「書くこと」の指導の充実を図ることにより，「聞くこと」，「話すこと」，「読むこ

と」及び「書くこと」の四つの領域をバランスよく指導し，高等学校やその後の生涯にわたる外国語学習の基

礎を培う。 

 生涯を通して英語を学びつづけていくためには，英語を使う楽しさや世界観が広がる喜びなどを経験することが大

事である。そのために私たち教師ができることは，生徒から「ああ，そうか！」「わかった！」「こうすれば良いんだ！」

という声を引き出すような授業をつくることである。生徒が試行錯誤し，思考・判断を繰り返す授業をつくることは，

生徒を自立した英語学習者として育てていくことにつながるものと信じたい。 

 生徒は毎時間集中して授業に参加している。ペアやグループでの活動はもちろん，ドリル的な個人作業においても

集中を持続させられる生徒が多い。一見すると学習した内容を理解できているのである。しかし実際には，学習した

ことが定着していないと感じたり，学習したことが上手に活用されていないと感じたりすることが多かった。このよ

うな現状を何とかしたいと議論を重ね，授業と授業，知識と知識を有機的につなげることに重点をおき，生徒に「今

までに身につけた知識を活用する力（活用できることに気づく力）」をつけさせることを研究することとした。 

 今までに学んできたことをもとに，「自分の伝えたいことを，より相手に分かりやすく伝えるためにはどうしたら

良いのか」を生徒自身が思考していくとき，生徒の中には様々な『気づき』が生まれるはずである。本校英語科では，

その『気づき』の繰り返しこそが，生徒の「自ら学ぶ姿勢」を養うものであると考え，『気づき』を促すための教師

の役割や，学習課題などについて研究を進めていくとして本研究主題を設定した。 

 研究実践と新学習指導要領のねらいとのさらなる接点を探りながら，教科内の議論を深めていきたい。また，本研

究は生徒に『気づき』を促すことをねらうものであるが，同時に教師自身が授業について深く省察することが求めら

れるものでもあるので，日々の授業実践の積み重ねを大切にしたい。 

 なお，『気づき』には，あいさつの仕方や生活様式の違いなどを知るといった異文化理解的な『気づき』や，日本

語にはないｔｈやｆの発音を知るといった音声的な『気づき』など様々なものがあるが，本校英語科のいう『気づき』

とは， 

書いたり話したりするときに，今までに学んだ知識（語彙・フレーズ，文構造，文章構成，文法事項などに関

わる知識）を用いることができると認識すること。 

である。 

 

２ 研究の目的 

 本研究の目的は，生徒に『伝える力』をつけさせるために効果的な授業のあり方や指導法を探ることにある。既習

の知識を用いれば，自分の伝えたいことを表現できるということに生徒自身が気づくことは，英語学習を進める上で

とても重要なことだと考える。生徒にそのような『気づき』をもたせるためには，教師が意図的に授業をつくりあげ

ていく必要がある。教師には教材そのものを深く分析し，授業における教師の役割を問いなおすことが求められてお

り，本研究では今まで行ってきた指導や研究を「生徒の『気づき』」という視点から見つめなおし捉えなおしたい。 

 

３ 全体研究との関わり 

（１）生徒につけさせたい力とそれらを育むために生徒にもたせたい問い 

 昨年度からスタートした全体研究の主題は，「自ら問う力を育む授業の創造 ～思考力・判断力・表現力等の育成

を目指して～」である。授業において，教師は様々な役割を果たしていて，生徒たちの学びを支援する。しかし，い

ずれは教師がつかなくても生徒が自分で課題を解決することができるように育ってもらいたいという願いがある。い



－115－ 

わば生徒が「知的に自立する」ことを目指して授業づくりをしていると言える。何か課題に直面したとき，解決に向

かうために次にどのようなことを考えればよいのか試行錯誤しながらも考えていけるようになってほしいと願う。そ

の原動力となるのが「問い」をもつことである。問いを生み出す力，すなわち，問う力は，どの教科においても，主

体的に学習を進めていく上で，大切な役割を果たすことになる。英語科でも，英語の授業を通して身につけた力を生

かし，生徒自らが考え，判断し，課題を解決することを期待する。それらを繰り返しながら『伝える力』をつけさせ

たい。 

 

（２）生徒に問いをもたせる教材のあり方 

①『気づき』のもととなるレディネスづくり 

 レディネスとは，生徒全員が次の学習活動に無理なく入ることができ，所期の目的を達成できる状態を意味する（高

橋一幸氏 ２００３）ものであり，その状態を生徒の内面に作り出す手だてを本校でも模索してきた。表現するための

基礎・基本を培うことを目指し，授業の始め５～１０分間で，帯プログラムと呼ぶトレーニングや反復練習を継続し

て行っている。例えば，コミュニケーション活動や自己表現につながる語彙・フレーズ等を耕すためのＢＩＮＧＯ，学

習事項の復習と文構造の定着を図ることをねらいとしたＤｉｃｔａｔｉｏｎ，音読から自己表現へつなげることを目的とした

Ｒｅａｄｉｎｇ Ｍａｒａｔｈｏｎ，人前で話すことに慣れさせるためのＳｐｅｅｃｈなどいずれも短時間の活動ではあるが，くりか

えし継続することの効果は大きいと考える。 

 

②『気づき』を促す学習課題の設定 

 生徒は英語の学習を始めてから，日々さまざまな『気づき』を積み重ねていく。言語習得の過程において，意識し

ている，していないに関わらず，それは頻繁におこっているものだと思われる。しかし，私たちは普段日本語を使っ

て生活しているため，学んだことを実際の場面に即した知識，技能として定着させられるような環境がない。周囲が

すべて英語を話す人たちであれば，コミュニケーションを繰り返していくうちに，生徒の英語の知識は自然と整理さ

れ，使用場面に即したものへと変化していくと思う。しかし，そのような環境がない以上，それに少しでも近づくよ

う，教師が生徒の『気づき』を促すような課題を設定していく必要がある。 

 また，そのような課題設定は繰り返しおこなわれる必要がある。その繰り返しの中でさまざまな知識，技能が頭の

中に呼び起こされ，表現において活用することのできる知識や技能となっていくものと考える。 

 

（３）生徒に問いをもたせるための教師の役割 

 生徒に問いをもたせるための教師の役割は，さまざまなものがあると思うが，英語科では，様々な活動を仕組む際

には，最終目標・最終の姿（ゴール）とそれに至る道筋を生徒に示すことにしている。 

 ゴールに至る道筋を示すのは，現在学習していることが次の段階へどのようにつながっていくのかを生徒に理解さ

せることで，毎時のふりかえりを次回に生かすことが可能となり，生徒が自分自身の学びを見取ることができるよう

にするためである。また，モデルを示されることにより，生徒は最終の姿に対するイメージを持って活動に取り組む

ことが期待できる。 

 モデルとするのは教科書そのものであったり，教科書をもとに教師がアレンジしたものであったりと，活動内容や

課題によって異なるが，提示に際しては次の３点を配慮している。 

 ○教科書をベースに，生徒の興味関心や知的好奇心を揺さぶるものであること。 

 ○学習したことを用いれば，課題や活動をクリアできるということに気づかせ，生徒自身が意欲を持って成果を実

感しながら取り組めるものであること。 

 ○モデルの中に自分を置き，自身の経験や考え，思いなどを表出できるものであること。 

以上のことに配慮しながら，『気づき』を促すモデルの提示をしていきたい。 

 

（４）生徒の問いをどうみとるか（表現活動・評価） 

 学んだことは活動が終わると忘れてしまうおそれがある。忘れないにしても，次に同じような場面に出会ったとき，

思い出されるまでに時間がかかることは予想できる。頭の中にあるものは，ある程度くりかえし思い出されていなけ

れば，出てこないものだと思う。そこで，生徒が自分の思考・判断の過程や結果などを何らかの形で記録しておくこ

とが重要であると思う。 

 例えば，初対面の相手に自己紹介をするとき，早口では伝わらないので，自分の名前をゆっくりはっきりと読むこ
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とが重要であると学び，それを記録しておけば，同じような活動の場面に出くわしたとき，それに気づき，過去の学

びを生かして活動に取り組むことができる。 

 学習感想用紙，ふりかえりシートなどを活用して，記録を取らせることは，将来，生徒自身に『気づき』を与える

ことにつながる方法の１つであると考える。しかし，記録を毎時間取り続けることは現実には難しいため，ある単元

に絞ったり，何か活動をしたあとなどに限定したりして行っていきたい。記録用紙については１年間同じものを使う

などして，何度も見返せるようにすることで生徒自身に『気づき』を促し，既習事項を生かす習慣をつけさせること

が期待できる。 

 

４ 研究経過 

 まず，研究を推進するにあたり，キーワードとしてきたのが『伝える力』である。本校英語科では『伝える力』を

以下のように定義する。 

 身の丈にあった英語を用いて，自分の言いたいこと，考えや気持ち等を話したり，書いたりするなど

して伝えることができる力 

 この『伝える力』を生徒につけさせることが，本校英語科の目標であることを確認し，これまでの研究のあゆみを

ふりかえってみたい。 

 

Ｈ１７～１９ 研究主題         『伝える力』を高める授業の工夫 

～教科書を発展的・創造的に用いた活動を通して～ 

 本主題で研究をスタートさせてから最初の３年間は，『伝える力』を生徒の実態に合わせて６つに分類し，それぞ

れの『伝える力』を高めることを目的とした活動・課題の開発に研究の主眼を置いていた。 

 

◇『伝える力』の分類 

①聞き手に十分に伝わる声の大きさで音読したり，英語を話したりすることができる力 

②スピードや抑揚，間などを大切にして音読したり，話したりすることができる力 

③伝えたい内容に見合った身振り・手振りや，実例・実物などの提示を交えて，聞き手を意識した効果的な発表を

することができる力 

④教科書の基本文や本文で使われている表現などをモデルとして，既習の学習事項や語句・語彙をできる限り用い

て伝えたい内容を話したり書いたりすることができる力 

⑤知っている語句や優しい表現を用いて説明したり，言い換えたりすることによって，聞き手や読み手の理解を助

けることができる力 

⑥文の配列や順序性を吟味して，伝えたい内容を話したり，書いたりすることができる力 

 

 しかし，分類したとおりに明確な線引きをすることは難しく，ある『伝える力』が他のすべての『伝える力』のベー

スになっていたり，それぞれの『伝える力』が相互にかかわり合っていたりすることを強く実感することとなった。 

 

Ｈ２０～２２ 研究主題         『伝える力』を高める授業の工夫 

～伝えることへのレディネスづくりを意識して～ 

 知識・技能面のレディネスを備えさせることと同様に，心理面（気持ちの面）での準備状態を生徒の内面に作り出

し，表現活動に臨ませることも重要であると考えた。心理面のレディネスづくりのため，以下のようなことを意識し

て学習過程を考えてきた。 

①小さなハードルを一つ一つクリアさせ，自信と意欲を持って次の段階へ進むことができるように段階的な指導を

取り入れる。 

②お互いにアドバイスをし合い，最終ゴールに向けて自分が今どういう状態にあるのかを理解させ，どのように改

善していけば良いのかを意識させる。 

③練習段階において，上達していることを実感させる。 

④表現する前段階として，「聞く」「読む」ことによって「話す」「書く」ためのヒントを与え，イメージづくりを

させる。 

 このようにしたことで，生徒は表現することへの安心感を持つことができ，発表の際の自信につながったと感じ，
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生徒の内面に心理的な部分でのレディネスを作り出すことができたと考えている。 

 

Ｈ２３～  研究主題        『気づき』を促す授業の工夫 

 昨年度より研究主題を「『伝える力』を高める授業の工夫」から上記のように変更し，研究を進めている。生徒に

『伝える力』をつけさせることを目標にしていくという点では研究の方向性は変わらないが，生徒の『気づき』とい

う視点から，学習活動・課題のあり方や教師の役割を捉えなおすことをねらいとしている。 

 

５ 研究内容 

（１）これまでの研究の成果と課題をふまえ，生徒に『気づき』を促す手だてや，活動・課題のあり方を探り，授業

実践を通してその有効性を探る。 

（２）学習段階に応じた指導計画や毎時の学習過程の工夫が，生徒の『気づき』にどのような効果を及ぼしたのかを

検証する。 

（３）発問やフィードバックなど授業における教師の働きかけが，生徒の『気づき』とどのようにかかわるのかを検

証する。 

 

６ 今年度の実践例・・・HP参照 

 中等教育研究会より 

第２学年 英語科学習指導案 

授業者  大 矢 裕 子 

１． 単元名 

Ｌｅｔ＇ｓ ｉｎｔｒｏｄｕｃｅ ｏｕｒ ｔｏｗｎ！！ ～私たちの住んでいる地域を紹介しよう～ 

   （ＮＥＷ ＨＯＲＩＺＯＮ   Ｅｎｇｌｉｓｈ Ｃｏｕｒｓｅ２   Ｍｕｌｔｉ Ｐｌｕｓ ２ 町紹介） 

 

２．単元について 

 本単元では，ある中学生が自分の住んでいる町を外国の友達に紹介する場面が設定されている。今後の英語の授業

の取り組みとしてそのようなことが計画されている。まさに教科書で学習したことを「生きた場」に持ち出して活用

するのに格好の題材である。それに向けて，やりとりを練習させたい。 

 本単元で扱う言語材料は，Ｔｈｅｒｅ ｉｓ ／ ａｒｅ ～．構文である。身の回りにある施設や場所，ものを説明する方

法として，今回の活動の中でも積極的に活用させたい。また，別の単元での学習事項にはなるが，ｗｈｅｎやｔｈａｔ， 

ｂｅｃａｕｓｅといった接続詞も活用させたい。それらを活用することによって，これまで単文によって構成されていた

文章が，よりまとまりをもって表現できるようになる。自分の思いや考えを伝えるＩ ｔｈｉｎｋ （ｔｈａｔ） ～．の構文や，

理由を付け足すｂｅｃａｕｓｅ節などは，自分の伝えたい場所を伝える文章の中でも活用できると思われる。また，今ま

でに学習してきた不定詞や未来表現，助動詞などを統合的に使用する機会としたいという思いもある。これまでの学

習において，言語材料や表現方法を適切に用い，伝えたいことを一つ一つ英文にしていくだけにとどまらず，紹介文

全体を一つのまとまりととらえ，前後の文同士のつながりや一連の流れについても考え表現することが，聞き手に

とってわかりやすいものになることを学習した。文法や文構造の定着を図るトレーニング的な活動では感じられな

かった表現の広がりを実感させることで，知らないことを知る楽しさ，学習したことを使える喜びなどを味わわせ，

さらなる表現意欲につなげていきたいと考えている。 

 教科書では，自分の住む町の紹介を題材にしているが，自分の住む町，市，県と少し幅を持たせて取り組ませたい。

生徒自身の日常的な生活，個人的な経験や体験とかかわることで，「表現してみよう」という意欲を引き出すことが

できると考えたからである。英語で自分の住む場所を紹介する実際の場面が想定されていることが，活動の最大の動

機付けとなり，どのように説明すれば良いのかを学習する良い機会となると考える。 

 今回は，ビデオレターを活用することとした。生徒に相手に伝えるという高いモチベーションを持たせられる利点

や教師が作り上げるまでの過程を工夫することで，生徒に多くの学びを持たせられるであろうと思うからである。ま

た，相手に伝えるだけではなく，あとでクラスの仲間と見合い，振り返りをすることで，さらに学習を深めることが

できると考える。 

 生徒が作る英文はバラエティに富んだ内容になることが予想される。「伝えたいこと」を表現することができたと

感じ取らせるために，教師は周到な準備と生徒がつまずくであろういくつかのケースをあらかじめ想定し，適宜，指
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導と支援を施していくことが必要になると思われる。 

 この単元の学習過程で，生徒たちは様々なことに気づくと予想される。この単元全体を通して，本校研究主題であ

る『自ら問う力を育む授業の創造 ～思考力・判断力・表現力等の育成を目指して～』にも迫れるものであると考え

る。 

 

３．単元の指導目標 

 ○自分の住む地域について，自分の考えや思いを入れながら，その魅力を紹介する。 

 ○相手に伝えることを意識して書いたり，話したりする。 

 ○他の人の発表を聞いて，また別の紹介の表現を知る。 

 

４．単元の指導計画（全６時間） 

時

間 

○ねらい 

・学習活動 

１ 

 

 

○本単元で身に付ける文の構造や理解する内容を知る。 

・ビデオレターのモデルを見る。 

・Ｍｕｌｔｉ Ｐｌｕｓ２で身に付ける技能や理解する内容を知る。 

・教科書本文の内容理解と文章構成理解（ｗｏｒｋ ｓｈｅｅｔ Ⅰ） 

○町や観光地を紹介するときの表現を確認する。 

・教科書で用いられ，これまでに学習した町や観光地を紹介するときに使われる表現を復習する。 

 （ｗｏｒｋ ｓｈｅｅｔ） 

○ビデオレターの紹介文のモデルを理解する。 

・ビデオレターのモデルを見て，紹介文のイメージを持つ。 

・自分の紹介したい場所について考える。（ｗｏｒｋ ｓｈｅｅｔ Ⅱ） 

２ 

 

 

○自分の住む地域についての紹介文を書く（個人） 

・モデル文を復習し，自分の住む地域についての紹介文の構成を考える。（ｗｏｒｋ ｓｈｅｅｔ） 

・伝える相手を意識しながら，魅力がわかりやすく伝わるような紹介文を書く。 

（ｗｏｒｋ ｓｈｅｅｔ Ⅰ），（ｗｏｒｋ ｓｈｅｅｔ Ⅲ）

○まとまりのある文章の構成について理解する。 

・紹介文についての文章構成を理解する。（ｗｏｒｋ ｓｈｅｅｔ Ⅳ） 

３ 

 

 

○私たちの住んでいる地域についての紹介文を書く。〔本時〕 

（グループワーク） 

・自分の住む地域について興味を持ってもらえるような紹介文（ビデオレターの原稿）となるよう，表現の工

夫を考える。 

・伝える相手を意識しながら，魅力がわかりやすく伝わり，自分たちの気持ちも届くような紹介文（ビデオレ

ターの原稿）を書く。（ｗｏｒｋ ｓｈｅｅｔ Ⅴ） 

４ 

  

 

○私たちの住んでいる地域について，相手を意識して紹介の練習をする。（グループワーク） 

・グループでつくった原稿を伝える練習をする。 

・よりよく伝わる伝え方について考える。 

５ 

 

 

○自分の住む地域について紹介する。 

・ビデオレターの撮影をする。 

・仲間の撮影を見ながら，他グループの工夫点をみつける。（ｗｏｒｋ ｓｈｅｅｔ Ⅵ） 

６ 

 

 

○本単元のまとめ 

・自分のグループのビデオレターや他グループのビデオレターづくりを通して学んだことや気づいたことを共

有し合う。（ふり返りｗｏｒｋ ｓｈｅｅｔ） 

 

５．本時の授業 

（１）日時  平成２４年１０月６日（土）（１０：１０～１１：００） 

（２）場所  山梨大学教育人間科学部附属中学校 ２年２組教室 

（３）題材名 「Ｌｅｔ＇ｓ ｉｎｔｒｏｄｕｃｅ ｏｕｒ ｔｏｗｎ ！！ ～私たちの住んでいる地域を紹介しよう～」 

（４）本時の目標 

○自分の住む地域に興味をもってもらい，自分たちの思いも届くよう，相手を意識して紹介文を書いたり，書き直し

たりすることができる。 
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○仲間との紹介文づくりを通して，表現を工夫したり，考えを深めたりすることができる。 

（５）自ら問う力を育むための手だて 

・生徒が「書いてみよう！」という知的好奇心を持てるような場面設定をする。 

・グループ内でアイデアや工夫点を交流する場面，クラス全体でアイデアや工夫点を交流する場面を設定し，それを

通して自分の住む地域の魅力を伝える紹介文の工夫をさせる。 

（６）展開 

Ｐｒｏｃｅｄｕｒｅ ＆ 

Ｔｉｍｅ 
Ｓｔｕｄｅｎｔ＇ｓ Ａｃｔｉｖｉｔｙ Ｔｅａｃｈｅｒ＇ｓ Ａｃｔｉｖｉｔｙ ＆ Ｈｅｌｐ Ｒｅｍａｒｋｓ 

Ｇｒｅｅｔｉｎｇ 

 

Ｗａｒｍ ｕｐ 

（Ｂａｓｉｃ Ｓｋｉｌｌ 

Ｔｒａｉｎｉｎｇ） 

（５） 

・英語で挨拶を交わす。 

・英語で，日常的な会話をする。 

 

・町紹介のディクテーションをする 

・英語で挨拶をする。 

・英語で，日常的な会話をする。 

 

・町紹介のディクテーションをする 

 

 

顔を上げて大

きな声で 

 

Ａｃｔｉｖｉｔｙ Ⅰ，Ⅱ

で使える表現

となる。 

ＡｃｔｉｖｉｔｙⅠ 

（１０） 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＡｃｔｉｖｉｔｙⅡ 

（１５） 

・４つの紹介文とそれらを一つにした紹

介文（ビデオレターの原稿）に注目す

る。 

・提示した紹介文の原稿について，感じ

たことを発表する。 

・魅力が伝わるビデオレターについて考

える。 

 

 

 

・ビデオレターの原稿づくりの条件を聞

き，本時の目標と活動内容を把握す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・個人でつくった紹介文を持ち寄りグ

ループで検討しながらグループの紹

介文づくりをする。 

・個人で書いた紹介文を見せ合う。 

・どのような組み合わせ方が最適かを検

討する。 

・どのような表現を使えば，相手にわか

りやすく，魅力が伝わるかを検討す

る。 

 

・グループの紹介文（ビデオレターの原

稿）を書く。 

 

・グループの紹介文づくりで出てきた工

夫点を発表する。 

・他のグループの工夫点を知る。 

・４つの紹介文とそれらを一つにした紹

介文（ビデオレターの原稿）を提示す

る。（気づきを促すための例の提示） 

・提示した紹介文の原稿について，感じ

たことを発表させる。 

・魅力が伝わるビデオレターについて考

えさせる。 

 

 

 

・ビデオレターの原稿づくりの条件を提

示し，本時の目標と活動内容を把握さ

せる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・個人でつくった紹介文を持ち寄りグ

ループで検討しながらグループの紹

介文づくりをさせる。 

・個人で書いた紹介文を工夫して組み合

わせ，グループの紹介文（ビデオレ

ターの原稿）をつくらせる。 

 

 

 

 

 

 

 

・グループの紹介文づくりで出てきた工

夫点を発表させ，全体で共有させる。 

☆ビデオレター

の原稿を見なが

ら，よりよい紹

介文について考

える場面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆グループで，

話し合いながら

よりよい紹介文

について考える

場面
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆他のグループ

の工夫点を知る

場面 

魅力あるビデオレターとなるよう、原稿の表現を工夫しよう！！ 

目 標 

・山梨について興味を持ってもらえるような紹介文の表現をグループ

で考えよう！！ 

・相手を意識して、魅力がわかりやすく伝わるような紹介文を書こ

う！！ 

条 件 

・自作の文を１文は入れよう！ 

・みんなの山梨（山梨のこと）に対する思いを入れよう！ 

・１０文以上で書こう！ 
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ＡｃｔｉｖｉｔｙⅢ 

（１５） 

・全体で共有した他グループの工夫も生

かして，紹介文づくりの続きをする。

 

・全体で共有した他グループの工夫点も

生かして，紹介文づくりの続きをさせ

る。 

 

☆他グループの工

夫点を聞いて，自

分たちの紹介文に

生かす場面 

Ｃｏｎｓｏｌｉｄａｔｉｏｎ 

＆ Ｇｒｅｅｔｉｎｇ 

  （５） 

・授業を通して考えたこと，感じたこと，

思ったことをワークシートにまとめ

る。 

・教師のフィードバックを聞き，自身の

活動を振り返る。 

・英語であいさつをする。 

・授業を通して気づいたことをワーク

シートにまとめさせる。 

 

・活動の様子を振り返り，成果と課題を

フィードバックする。 

・英語であいさつをする。 

本時の気づきが

次時に生かされ

るような，投げ

かけを心がける

 

 

７ 生徒のみとり（中等教育研究会の授業について） 

 生徒の問いをどう見とるかについてであるが，授業の終わりや授業のあとで，自分の工夫した点やクラスの仲間の

発表や評価等を聞いて，自分が発表する際参考になったことや参考になった表現などの記録をさせ（メモする機会を

作り），それについてどう思ったか等コメントを書かせてきた。自分の発表をもっと良くするにはどうしたら良いか

という問いをもった生徒であれば，仲間の発表や評価から，参考となったことを書いたり，それらを応用して文を作っ

たりするであろう。 

 また，反省や感想を書かせ，毎回学んだことを次にどう生かしたいか，友達の発表を聞いてどう思ったかなどを書

くことによって，生徒自身の『気づき』をより確かなものにさせたかった。そこで，学習感想用紙，ふり返りシート

などを活用して記録を取らせ，生徒自身がそれぞれの『気づき』をふり返ることができるように取り組ませた。実際

の授業での様子とこれらワークシート等から，生徒にどのような問いを，どのようにもたせることができたのかをふ

り返ってみたい。 

 

 中等教育研究会時の授業の目標を 

○自分の住む地域に興味をもってもらい，自分たちの思いも届くよう，相手を意識して紹介文を書いたり，書き直し

たりすることができる。 

○仲間との紹介文づくりを通して，表現を工夫したり，考えを深めたりすることができる。 

とした。これに対して，以下のような方法で迫ってみた。 

自ら問う力を育むための手だてとして， 

・生徒が「書いてみよう！」という知的好奇心を持てるような場面設定をする。 

・グループ内でアイデアや工夫点を交流する場面，クラス全体でアイデアや工夫点を交流する場面を設定し，それを

通して自分の住む地域の魅力を伝える紹介文の工夫をさせる。 

まずは，生徒に問いを持たせるということに関して，３つの観点から，中等教育研究会の授業をふり返ってみる。 

 

Ａ）生徒につけさせたい力とそれらを育むために生徒にもたせたい問い 

 今年度の全体研究と英語科の研究に関わって，生徒につけさせたい力とそれらを育むために生徒にもたせたい問い

とは，次のようなものであった。 

◎生徒につけさせたい力は， 

○学習した言語材料や文法事項など，既習の知識を用いて自分の言いたいことを表現し伝える力であり，公開研究会

の授業においては， 

 ・様々な既習表現を用いて，自分の住む地域について紹介する 

ということになる。また，それを達成するために， 

◎生徒にもたせたい問いとは， 

○授業を通して身につけた力を生かし，生徒自身が思考判断するときの問いであり，公開研究会の授業においては， 

 ・目的にあった，紹介文とはどのようなものか？ 

 ・自分の伝えたいことを，より相手に分かりやすく伝えるにはどうしたら良いのか？ 

などのような問いをもってほしいと思いながら授業を行った。生徒たちからも「相手に分かりやすく伝えるには、具

体的にどうしたらいいのだろう？」「伝える相手について、もっと考えた方がいいのではないか？」といった意見が

出された。ここからわかることは，自分の住む地域に興味をもってもらい，自分たちの思いも届くよう，相手を意識
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して紹介を書こうとする目標を意識した生徒の取り組みが感じられる。これまで身につけた知識を生かし、どうした

らよいのかと思考判断がなされていると言えるのではないだろうか。 

 

Ｂ）生徒に問いをもたせる教材のあり方 

 まず重要なのは，生徒が「書いてみよう！」「言ってみよう！」という知的好奇心を持つことであると思う。生徒

自身が目標に向けて取り組もうとする課題設定であるかどうかということが大切であると思うのだ。本単元は，教科

書で学習したことを「生きた場」に持ち出して活用するのに格好の題材であった。また，提示するモデルには，生徒

にも挑戦できそうなレベルの文章を用い，できるだけたくさんの既習文法を使った文を載せ，何事もまず，生徒にで

きると感じさせようと考えた。それが活動を活発化させる要因になりうるとも考えたので，モデル文のレベルを吟味

し，最適なものとなるよう配慮した。生徒自身の日常的な生活，個人的な経験や体験とかかわることで，「表現して

みよう」という意欲を引き出すことができると考えたからである。英語で自分の住む場所を紹介する実際の場面（オー

ストラリアの中学生に伝える）が想定されていることが，活動の最大の動機付けとなり，相手を十分意識して，どの

ように説明すれば良いのかを学習する良い機会となったと考える。 

 また，学習過程の工夫に関してであるが, 語彙や文法事項などについての知識は豊富であり，それらに関する発

問には瞬時に反応し，積極的に発言する生徒が多い。しかし，その知識をテストや英語の勉強に役立つものとしてし

まい込んでいては，“コミュニケーションのための道具”という言語としての本質的な働きを生徒に実感させること

はできない。それどころか，英語を学習する意味すら，見失わせてしまうとも限らない。自分のことを表現するため

の十分な知識を持っているにもかかわらず，活用する力は十分に備わっていないので，学習した語彙や文法事項など

を活用する表現の場，表現のチャンスを計画的に取り入れたい。そうすることで，表現に至るまでの過程でその知識

を活用できることに気づき，また，表現されたものを聞き合うことで，別の活用方法に気づくことができるであろう

と考え取り組んだ。実際に，４人グループでの活発な意見交換やクラスの中で，グループ等から出た意見を聞く場面

でも「あっ，そうかあ。」「ここをこうすればいいのではないか？」と言った反応が聞こえてきたことからも，別の表

現方法にも気づくことができたと思う。しかし，話し合いを止められたくなかった，もっとじっくり吟味したかった

という前向きな、積極的な生徒やグループがいたことも事実である。指示を整理しておき，最初にすべてを伝えるな

ど，より授業のマネージメントを工夫していきたいと思う。 

 

Ｃ）生徒に問いを持たせるための教師の役割 

 生徒が問いを持つのは，自分の言いたいことを英語で文章にしようとするときに，どんな単語を使って，どんな文

法で，どのように文を組み立てるかを考えるときであろう。だから，モデル提示のときに，使われている文法や表現

等をさらっと流してしまうのではなく，どこにどんな文法が使われているか，どこから引用したのかを丁寧に説明し

たり，時には生徒が戸惑う場面をわざと設定したりするなど，試行錯誤させる時間を大切にした。これについては，

この授業だけではなく，この授業に至るまでの授業の中でも，繰り返してきたことである。机間巡視の際にも，生徒

とコミュニケーションを取り，どの単語や文法を使えば表現したいことが英文にできるのかというヒントをアドバイ

スした。 

 モデルの提示の仕方については, 『気づき』を促す活動を仕組むためにも，最終目標・最終の姿（ゴール）とそれ

に至る道筋を生徒に示すことにしている。モデルを示されることにより，生徒は最終の姿に対するイメージを持って

活動に取り組むことが期待できる。 

 モデルとするのは教科書そのものであったり，教科書をもとに教師がアレンジしたものであったりと活動内容や課

題によって異なるが，モデルの提示に際してこれまでも配慮してきているのは，次の３点である。 

○教科書をベースに，生徒の興味関心や知的好奇心を揺さぶるものであること。 

○学習したことを用いれば課題や活動をクリアすることができるということに気づかせ，意欲を持って，生徒自身が

成果を実感しながら取り組めるものであること。 

○モデルの中に自分を置き，自分自身の経験，考え，思いなどを表出できるものであること。 

 このモデルの提示については，教師から生徒への一方的なものにならないようにしたい。提示されたモデルを読ん

だり聞いたりした生徒自身が，よりわかりやすく伝えるためにはどうすればよいかを考え，試行錯誤してモデルに近

づこうとするものを提示していきたい。生徒が自ら考える場を設けることで『気づき』が促されるものと考える。 

 様々な観点から生徒の問いをふり返ってみたが，適切な場面設定により，生徒は「書いてみよう！」「言ってみよ

う！」という知的好奇心を持つことができ，その思いがバネとなり， 
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・目的にあった，紹介文とはどのようなものか？ 

・自分の伝えたいことを，より相手に分かりやすく伝えるにはどうしたら良いのか？などの問いを持ち，さらに，授

業の中の課題や発問にも促され，新たな問いももち，それらを解決していこうとする姿を見ることができた。これ

までの学習の積み重ねからの『気づき』が現れており，気づきを一過性のものにしないという意図が見えた授業で

あったと思う。 

 引き続き，生徒に問いをもたせる教材のあり方や生徒に問いを持たせるための教師の役割について研究を深めるこ

とで，英語の授業を通して身につけた力を生かし，生徒自らが考え，判断し，課題を解決することを期待する。それ

らを繰り返しながら『伝える力』をつけさせたいと思う。 

 

〔資料Ⅰ 学習のふり返りシート〕 
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         〔資料Ⅱ Ｖｉｄｅｏ ｌｅｔｔｅｒの原稿〕 
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８ 今年度の研究のまとめ 

 生徒の『伝える力』をより豊かなものにしていきたいという思いで，これまで何年もの間，「『伝える力』を高め

る指導の工夫」というテーマで研究を続けてきた。『伝える力』を分類したり，「伝えることへのレディネスづくり」

を研究の中心にするなど，様々な観点から研究を進めてきた。これらの研究を通して，課題に積極的に取り組む生徒

たちの姿を見ることができ，英語に対する興味関心の高まりを感じるなど，成果も得られたが，書くための準備（語

彙，有効な表現，適切な文構造など），発表に向けての準備（練習），心の準備には時間が必要であることが明確になっ

た。それゆえ，十分な時間を教師が上手に確保し，「伝える場」が生かされ，英語を使う喜びを体感できる活動を授

業者が仕組むことにより，コミュニケーション能力の育成につなげたいという思いをもってきたのである。 

 我々英語科の研究として，『伝える力』を高めたいという方向性は依然として変わっていない。また，「レディネス

づくり」「帯プログラム」「４技能のかかわり」などは全てが関係し合っていて，切り離せない取り組みでもあるので，

これらは授業をする上での根底に置き，今年度も昨年度に引き続き取り組んできた。昨年度は特に，「モデルの提示」

について研究を深めた。授業研究を重ねる中で，少しずつではあるが，『気づき』を促す手だて等を具体的にするこ

とができるようになったと感じた。広くて浅い研究になってしまわぬよう，柱を明確にして研究を深めていきたいと

考え，今年度も『気づき』に焦点を当てて研究を進めてきたが，『気づき』を研究すればするほど広がり，明確にし

ていくのに苦労した。『気づき』について，もっと明確にしていくことも課題である。 

 知的好奇心を揺さぶり，思考・判断するような活動や課題を設定することで，生徒は既習の知識を用い，書いたり

話したりできることに気づき，表現しようとする姿を見せてくれた。これまでのこれらの研究の成果を生かし，活動

（課題）のゴールに至るまでの指導計画や毎時の学習過程の見直しをし，生徒に『気づき』を促す手だてや，活動，

課題となるようなアイデアを出し合い，実践を積み重ね，その有効性を探っていきたいと思う。焦点を絞る部分と，

広い視野から本研究を見つめてみる部分，この両者を関連させ，今年度の実践と成果を生かし，本研究の最終年度に

つなげていきたいと思う。 
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